
 

奮闘記が…人の目を止めさせられるか？なかなか難しい。保全活動に｢ひまわり」が後押しし、２２回

にして通じ伝わった。今回の新聞掲載。キリシタン大名・高山右近も驚いた！かもしれない。 

高山に多くの人が来てもらいたい。元気な豊能町・高山をアピールしたいという…思いがある。 

 

町立ふたば幼稚園・保育所の園児（２０名）が

太陽の花｢ひまわり」と競い合う。「たけくらべ、

ヒマワリとにらめっこ、棚田を元気に駆け回る」

…。久しぶりに…いや初めて棚田にかわいい歓

声が沸く。舞台は一点の雲りもない。棚田とヒマ

ワリ、園児はよく似合う。ヒマワリも最後の夏を

楽しむかのように優しく園児を包んでくれてい

た。十分に遊んだ後は、サツマイモほりに挑戦、

大小のイモを手に満足な笑顔、「やったね！」と

言う満足感が印象的。 

農のふるさと協力隊（隊長）から、また来て下

さいね…。園児たちはいっぱいの笑顔とお礼を

棚田に残してくれました。 

「ヒマワリ」を高山の夏の風物詩として発信で

きる…確かな手ごたえを得た。 

 

サンケイ新聞（朝刊）９／９ 

農のふるさと協力隊は｢見上げる

空に垣根なし｣。 

町内外、誰でも活動に参加できま

す。今回の新聞効果もあり、他市

からの問い合わせあり。 


